
北海道岩見沢東高等学校 学習指導案［公民科 現代社会］

実 施 日 平成30年10月18日（木）５校時
対象クラス 第１学年 Ａ組（40名）

指 導 教 諭 佐 藤 克 宣

教 科 書 名 改訂版 高等学校 現代社会（数研出版） 副 教 材 フォーラム現代社会（東京法令出版）

本時の目標 １．仏教思想のポイントを探る場面で、学習のプロセスへ参加し主体的に学習に取り組むことができたか。
２．現代社会と仏教とのかかわりについて、自分の考えを深めることができたか。

区 時
学習内容 支援内容 観点別評価 評価の方法

分 間

導 5 (1)仏教の背景及び私たちとのかかわり ・私たちと仏教のかかわりに
（バラモン教、日本への仏教文化の移入等） ついて、日常生活から考える

入 分 (2)授業のねらい ことで、より身近に感じるこ
（仏教思想のポイント、現代社会とのかかわり） とができるように配慮する。

展開１「仏教の根本思想」
(1)仏教思想のポイントをつかむ

①グループで学習方法を考える。 ・学習のプロセスへ参加をし
25 主体的な学び（学習のプロセスへの参加） やすくするよう支援する。 【主】グループの話 【見取り】

↓ ・グループをつくり学習者が し合いに積極的に参 ・グループ間の巡
②考えた方法に取り組む。 対話しやすい環境をつくる。 加しているか。 回による把握
主体的な学び（試行錯誤して） ・教科書及び資料集にある仏 【対話】

↓ 教についての情報の概要を補 【主】自ら積極的に ・学習者との対話
展 ③グループの意見をまとめる。 足説明する。 学習に取り組んでい による把握

↓ ・他のグループの意見と比較 るか。
④まとめた意見を表明する。 することで、自らの考えを深

めるよう意識させる。

分

(2)仏教思想の理解を深める ・ブッダがどのようにして悟
りを得るに至ったかにを意識
させる。

展開２ 「現代社会と仏教のかかわり」
(1)現代社会の諸課題と仏教

開
15

①ワークシートに自分の考えを記入する。 ・資料集や教科書にある情報
↓ を用いながら考えるよう意識

②グループメンバーを入れ替えて交流する。 させる。
↓ ・グループのメンバーを入れ

③グループで答えをまとめる。 替えることで、話し合いが活 【主】他者と協働し 【見取り】
主体的な学び（協働学習） 発になるよう促す。 て意欲的に取り組ん ・グループ間の巡

分 ↓ でいるか。 回による把握
④他者の意見を踏まえて記入する。 【思・表等】他者の 【プリント】
深い学び（学んだことを生かして） 意見を踏まえて自分の ・グループワーク

考えを明確に表現して シートの評価
いるか。

ま 5 (1)本時の学習内容を振り返る。 ・本時のねらいや仏教思想の
と (2)次回の学習を予告する。 ポイントについて振り返る。
め 分

＊観点別評価の表記 【知・技】＝【知識及び技能】 【思・表等】＝【思考力・判断力・表現力等】 【主】＝【主体的に学習に取り組む態度】

（現行の観点別評価は、【関心・意欲・態度】、【思考・判断・表現】、【技能】、【知識・理解】の４つからなる。本学習指導案は、研究会の主旨を踏まえて、
「学習評価の改善に関する今後の検討の方向性」（文科省総則・評価特別部会、資料２－１、平成 28年３月 14日）の内容にしたがった観点を設定している。
これは、次期学習指導要領における評価の在り方の方向性を示すものである。観点は、【知識及び技能】、【思考力・判断力・表現力等】、【主体的に学習に
取り組む態度】の３つで、学力の三要素に対応することが重視されている。

☆本時の目標が達成されたかを確かめるための証拠

グループワークシートへの記入状況

☆本時の目標が達成されたかを確かめるための評価（目標に準拠した評価）としてのルーブリック

Ａ 「現代社会の諸課題に対して仏教思想がどのような場面で有効であるか」について具体的に述べられ、説得力がある。

Ｂ 「現代社会の諸課題に対して仏教思想がどのような場面で有効であるか」について具体的に述べられている。

Ｃ 「現代社会の諸課題に対して仏教思想がどのような場面で有効であるか」について述べられているが不十分である。

発問１ 「どうすれば仏教思想のポイントをつかめるか」

発問２ 「『縁起の法』が真理であるかを確かめるためには、どうしたらよいか」

発問３ 「現代社会の諸課題に対して仏教思想は、どのような場面で有効であるか」


